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～地震等の災害に備えるための
水のくみ置きのお願い～

地震等の災害時に何より役立つのは、くみ置きした水道水です。

飲料水や生活用水は、人が生きる上で欠かせないものです。

日頃から水道水のくみ置きをお願いします。

ポイント① ポイント② ポイント③

～東京都水道局の震災への備え～

東日本大震災等の災害で発生した水道管路の被害の原因としては、

継手部分での管路の抜け出しによるものが多くを占めました。

震災時における断水被害を最小限にとどめ、可能な限り給水を確保するため、

継手部分に抜け出し防止機能を持つ「耐震継手管」に取り替える事業を進めています。

耐震継手率 61％
（令和12年度末目標）

耐震継手率47％
（令和2年度末）

東京都水道局が管理する水道管路（配水管）

の長さは、地球の約３分の２周分です。この

内の約５割は、すでに耐震継手管になって

います。江東区では耐震継手率５６％

（令和２年度末）です。

耐震継手率の向上（都全体）

令和2年度末 令和12年度末(目標)

４７％ ６１％

人間に必要な水の量は

1人１日３リットルです。

この量を目安に、３日分程度

のくみ置きをしてください。

直接口を付けずにコップなど

に注いでから飲みましょう。

消毒用の塩素の効果は、

直射日光を避けて常温で３日、

冷蔵庫では１０日程度

持続します。

保存期間が過ぎたら掃除や

洗濯にお使いください。

ペットボトルやポリタンク等の

清潔でふたのできる容器に、

水道水をふちまでいっぱいに注ぎ

できるだけ空気に触れないように

してください。浄水器を通さず

必ず蛇口から注ぎ、沸かさずに

保存しましょう。

耐震継手管の構造（イメージ図）

引っ掛かって
抜けない！

防災特集です！



災害時に水を配る場所

★ お越しの際は、ポリタンクやペットボトルなど、

水を入れる容器をお持ちください。

もしものとき
のために
日頃から確認
しておこう！

水道局お客さまセンター（２３区）

受付時間 日曜・祝日を除く 午前８時３０分から午後８時まで

・料金、漏水修繕、その他のご用件

・お引越し、ご契約の変更 03-5326-1100
03-5326-1101

各種お申込み・お問合せ等の連絡はお客さまセンターへ

令和４年度 登録第四類２４０号

災害などで断水したときに、皆様へ水を配る場所です。

都内の災害時給水ステーションはこちら！

お近くの給水ステーション（地図）
水道局ホームページにも記載しております。


